
千葉支部 2020年度第３回資格更新研修会 報告 

 

2021年 2月 21日(日)13時～16時  Zoom配信によるオンライン研修会 

テーマ「新型コロナ禍のもとでの発達支援について－就学前を中心に－」 

講師 松川 節理子 先生（富里市健康推進課） 

   齊藤 順子 先生（成田市福祉部障害者福祉課） 

   関口 薫 先生（白井市教育委員会教育支援課） 

   石井 正子 先生（昭和女子大学） 

 

 2020年度第 3回資格更新研修会について、第 2 回に引き続き Zoomによるオンライン研修会として実施いたしま

した。今回も、事前の準備も含めて報告をさせていただきます。 

 11月に行った第 2回資格更新研修会終了後、第 1回の研修会が中止となったこともあり、何とか年度内にもう 1回

研修会が行えないかと役員会で検討し、2月にオンライン研修会の形で実施することとしました。テーマについては、

現在会員の皆さんの関心の高い内容と思われる、コロナ禍における支援の現場の状況について考える機会とすること

とし、標記のテーマを設定し、話題提供の 3 人の講師の先生方とコメンテーターとして石井先生にお願いしました。 

 今回もオンライン研修会にともなう事前準備や参加者数の制約ことを考慮し、千葉支部会員向けとさせていただき

ました。オンライン 2回目ということで、11月の研修会に比べてスムーズに準備が進められました。研修会当日は、

講師の松川先生、齊藤先生、関口先生については配信会場の千葉大学西千葉キャンパスで話していただき、コメンテ

ーターの石井先生はご自宅からの参加していただきました。 

 松川先生からは、先生が関わっている富里市、東庄町など複数の自治体の親子教室の状況について、事業の状況、

発達フォローの流れについて、コロナ前とコロナ禍の状況を比較しながら詳細な説明がありました。齊藤先生からは、

成田市の紹介、子ども発達支援センターの事業紹介、療育業務の内容、コロナ禍での対応・手段、対応したことによ

り気づいた点、保護者からの意見等について、施設レイアウトの写真等も交えながらの説明がありました。15分の休

憩を挟んで、関口先生からは、白井市の特別支援教育と就学相談の流れについて、新型コロナウイルス感染拡大にと

もなう学校の状況と市の業務体制の変更や就学相談の状況と、ここ数年の就学相談の傾向と今年度のコロナ禍の影響

について、そしてまとめとして、改めて大切だと思ったこと今後の課題について説明がありました。 

 その後参加者の方々からの情報提供として、当日の参加者のなかから中村先生に船橋市の状況を、越名先生より流

山市の状況をお話していただきました。 

 ここでまた 15分の休憩をとり、石井先生にまとめのお話をしていだきました。「3つの発表を聞いて考えたこと」

としては、乳幼児期の発達支援体制整備の状況についてとコロナ禍での行政サイドと現場サイドの選択、配慮や影響

について、コロナ禍においてこれまでの保育の常識とされていたこと(大勢の人とコミュニケーションをとる、スキン

シップを大切にするといったこと)が覆される世界について、予想される親のストレス等について、調査結果や児童虐

待の状況にも触れながら説明があり、最後に、「コロナ禍の影響の二極化」としてマイナスの影響とプラスの影響につ

いてと、親のグループ活動の必要性と今後の発達支援の方向性にについてお話いただきました。話題提供の 3人の先

生方の資料については事前にネット上に掲載して配布しましたが、石井先生のまとめについての資料は、研修会終了

後 3月 3日まで同じように掲載し、参加者の皆さんがダウンロードできるようにしました。 

今回も、研修会終了後、研修会のなかで提示した「合い言葉」を 1時間以内にメールで送信していただくこととな

っていましたが、終了と同時に参加者の方からのメールが送られてきた早速にメール受信が完了しました。 

 最終的な参加者は、講師の先生方を含めて 53 名でした。千葉支部ではオンラインでの開催が 2 度目ということも

あり、また、このような形での研修会や会議が増えていることもあり、準備する側も参加者の方々についても慣れて

きていると感じられました。参加者の皆さまのご協力に感謝いたします。 

新型コロナの状況によっては、まだしばらくは今回のようなオンラインでの開催になっていくと思われます。引き

続き千葉支部会員の皆さまのご理解をよろしくお願いいたします。 

                                         (事務局 鈴木彰典) 


